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三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
６
ヶ
月
が
経
過
し
た
現
在
で
も
、
現
地
の

方
々
は
仮
設
住
宅
や
避
難
先
で
の
困
難
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
な
が
ら
、
一
日
も
早
い
復

旧
・
復
興
に
向
け
、
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

 

 

こ
の
よ
う
な
中
、
私
た
ち
四
国
四
県
の
知
的
障
害
者
本
人
や
そ
の
家
族
及
び
関
係
者
が
、

こ
こ
愛
媛
の
地
に
集
い
、
私
た
ち
に
何
が
出
来
る
か
真
剣
に
討
議
し
て
き
ま
し
た
。

 

 

今
回
の
震
災
を
き
っ
か
け
に
、
健
常
者
も
障
害
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族
も
、
共
に
助
け
合

い
、
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
私
達
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
、
実
行
し
て
い
こ
う

 

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

 

 

私
た
ち
は
、
障
害
の
あ
る
人
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
格
と
個
性
を
尊
重
さ
れ
、
明
る

く
・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
第
五
十
回
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
四

国
大
会
の
名
に
お
い
て
決
議
い
た
し
ま
す
。

 記

 

一
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
活
か
し
、
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
、
私
た
ち
自
身

 

 
 

も
真
剣
に
考
え
ま
す
。

 

一
、
東
日
本
の
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
に
、
私
た
ち
に
出
来
る
こ
と
を
考
え
、
実
行
し
て
い

 

 
 

き
ま
す
。

 

一
、
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
会
員
相
互
の
連
携
を
深
め
て
組
織
を
強
化
し
、
活
動
を
よ
り
活
性

 

 
 

化
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

 

一
、
次
の
と
お
り
国
と
自
治
体
に
求
め
て
い
き
ま
す
。

 

 

（
一
）、
自
然
災
害
等
が
発
生
し
た
際
の
避
難
に
関
す
る
こ
と
や
支
援
体
制
を
明
確
に
す

 

 
 
 
 

る
こ
と
。

 

 

（
二
）、
六
月
に
成
立
し
た
障
害
者
虐
待
防
止
法
の
施
行
に
あ
た
っ
て
は
、
実
態
を
充
分

 

 
 
 
 

に
踏
ま
え
、
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
、
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
の
設
置
準
備

 

 
 
 
 

を
進
め
る
こ
と
。

 

 

（
三
）、
障
害
者
の
自
立
し
た
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

 

 
 
 
 

者
負
担
の
軽
減
を
含
め
、
所
得
保
障
制
度
を
確
立
す
る
こ
と
。

 

 

（
四
）、
特
別
支
援
教
育
が
進
め
ら
れ
る
中
、
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
・
生
徒
の
個
々

 

 
 
 
 

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
適
切
な
教
育
的
支
援
の
充
実
と
支
援
体
制
の
確
立
を
図
る

 

 
 
 
 

こ
と
。

 

 

（
五
）、
障
害
者
の
自
立
を
促
進
す
る
た
め
就
労
支
援
体
制
の
充
実
と
雇
用
機
会
の
拡
大

 

 
 
 
 

及
び
継
続
的
な
就
労
の
確
保
を
図
る
こ
と
。

 

右

 

決
議
し
ま
す
。

 

 

平
成
二
十
三
年
九
月
十
七
日
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